
2018年 5月 26日 （土） ラコルタとの共催で、 吹田
市長を招いたトークイベント 「行政との協働～シビッ
クテックの可能性～」 を開催しました。

公共データのオープン化
　近年、インターネットやスマートフォンなど IT
に関する技術進歩により、私たちの生活も日々変化
しています。
　行政においても IT の活用は取り入れられていま
す。2016 年 12 月に施行された「官民データ活用
推進基本法」では、行政手続きのオンライン化や、
IoT・A I などの活用が触れられています。また、行
政が保有する公共データを単に公開をするだけでな
く、誰もが自由に活用できる状態（オープンデータ）
にすることで、新たな民間サービスの創出に繋がる

ことが期待されています。こういった公共データの
活用は、事業者だけでなく市民セクターの中でも注
目を浴びています。

全国で広がる
シビックテックコミュニティ
　すでに公共データを活用する市民グループが全国
各地で立ち上がっています。その代表的な集まりが、
Code for ～というコミュニティです。このコミュ
ニティは、国内では金沢が発端となり、市民が IT
を活用して地域課題を解決するという “シビック
テック” の考えに基づいて活動されています。取り

扱うテーマは、ごみの問題や防災など、それぞれの
コミュニティにおいて多岐にわたっています。吹田
においても、市民ネットすいたが声をかけ Code 
for SUITA を昨年に立ち上げました。

吹田市で求められる I T 活用
　今回のトークイベントでは、吹田市長の後藤圭

二さん、一般社団法人コード・フォー・ジャパン代
表理事の関治之さん、大阪大学産業科学研究所准教
授の古崎晃司さんにご登壇いただき、市民をはじめ、
事業者や議員、行政職員など 68 名の方にご参加を
いただきました。
　三者による意見交換の中では、まずは行政の中に
IT に関する専門家が不可欠であると意見があがっ
ていました。また、参加者を交えた質疑応答では「小
さい規模の自治体がオープンデータのポータルサイ
トに取り組む場合は、どういった工夫ができるのか」
といった質問が寄せられました。古崎さんからは「複
数の自治体が協働して取り組めば、コストを抑える
ことができる。大阪府ではそういった動きがないた
め、“北摂版” として取り組んでいってはどうか」
と提案がありました。その意見に対し、後藤市長か
らは「北摂の中は良い関係を築くことができている。
地域の境界を越えて北大阪のブランドを築いていき

たい」との意気込みが語られました。
　最後に、関さんから「I T はお互いの強みを活か
して加速させていくもの。Code for～の取り組みは、
色んな属性の人が集まるハブの役割があるので、今
後の広がりに期待したい」とメッセージをいただき
ました。

大阪府内で、公共データを二次利用可能な
状態で公開している市町村は右の 9市です。
（2018 年 4月 30 日時点 データカタログサイトより）

Check Point!
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NPO法人市民ネットすいた
2018 年総会の報告



開催レポート

本棚のあるパン屋さん（千里山パン工房
エメ・ラ・ヴィ）にて読書会を開催しました。

江坂のDIYショップ（家具と雑貨の店furemo)にて、
親子向け木工教室を開催しました。

　子どもは、木片をネジで組み立てて、ペン
りくづう「、は人大。成作を」板黒「、り塗をキ

(木目を生かした加工)」を施した「カッティ
ングボード」を作成。オーナーの横山さん家
族が、準備から指導まで丁寧に関わってくれ
ました。参加者は大満足！楽しい夏休みの思
い出になりました。

＜10月の予定＞
大阪北部地震で延期となっていた日本酒飲み比べ講座「酔い子の道しるべ」＠木下名酒店
を10月21日（日）午後4時 ～6時に開催します。たくさんのご参加お待ちしています。

今後の授業の予定は、ブログを見てね！
　　ブログ：http://kitaosaka.osakazine.net
　　MAIL：kitaosakauniversity@gmail.com

　各自選んだ本についての紹介コメント
が更なるトークにつながり、美味しいパン
を頂きながら和気あいあいとした雰囲気。
本を通じ、その本の紹介者の人柄を知る
ことができた。読みたい本のジャンルも広
がり、お得感満載。

参加者の松藤さんより

とは??

街全体をひとつのキャンパスに
見立てて授業やゼミ活動を行う
「オトナの学び場」です。
学び合い、教え合いを通じて
人と人とがつながります。

1)読書会「雨の日に読んでみたい本」（6/17）

2)夏休み親子DIY教室（8/5）

⇒



 

 「栄えるカフェ」は、魅力あふれる人材の宝庫！ 

 

真木 美佐緒です。朗読に詩吟、高齢者向けの読み聞かせなど、声を

出すことが大好き、地元吹田の戦争記憶を後世に伝える『吹田の空襲

を語り継ぐ会（以下「吹空会」』の事務局もやっています。その吹空会の

会議の場所に「栄えるカフェ IN 吹田」を利用したのがきっかけで、コミ

亭居酒屋の存在も知り、参加して自由奔放な雰囲気や集う方々の魅力

にびっくり。「市民ネットすいた」の存在もここで知りました。 

いろんな方とつながりができ、お話する中でアイデアを思いついた

ら、すぐに気軽にチャレンジできそうな雰囲気が魅力の「市民ネットすい

た」。私も仕事や趣味の仲間とのおつきあいでは絶対知りあえなかった

だろう素敵なご縁をいただきました。そんな中、「吹田の空襲を語り継

ぐ会」の記事を掲載していただいたのをきっかけに気軽に会員になっ

てしまいました。高齢者の方への読み聞かせや吹空会の活動を幅広く

知っていただけるような企画がコラボできたらいいなと思っています。

どうぞよろしくお願いします。 

 

真木 美佐緒 

  

（最新の情報はブログをご覧ください。） 
  http://ameblo.jp/sakaefamima/ 

９月２日（日）   9:30～  子ども哲学カフェ（みくまり） 

９月３日（月）  10:00～  ＰＣ勉強会(吹田ホスピス市民塾) 

９月１２日（水）  19:00～  登録団体交流会（ＣＮＳ） 

９月１５日（土） 19：00～  会議（吹田の図書を良くする会） 

９月１７日（月）  10：00～  婚活親の会カフェ（たんぽぽ） 

９月２１日（金）  14：00～  がんサポートカフェ（吹田ホスピス市民塾） 

９月２３日（日） 10:30～  和（なごみ） 

９月２６日（水）  19:00～  コミ亭居酒屋（ＣＮＳ）（誰でも参加可） 

って待機中の子どもたち…涼しい店内なので、熱中症の

心配もありません。イートインで食事中のお客様が「お花

きれいね」と褒めてくださることもあり、子どもたちの意

欲も上昇中！指導をされている福田さんも「ここでミニ

いけばな展ができたら…」と、夢を語ります。おけいこ終

了後は、お母さんたちとのトークタイム。「高学年になる

と忙しくなるけど、お花は続けてくれたらうれしいです

ね」ママ友でもご近所さんでもない気軽な距離感が心

地よさそう。お花を通じて親と子、そして福田さんとの温

かな空間が育まれています。（参加申込は５日前まで） 

<次回のおけいこ>９月２３日（日） 10:30～ 

和（なごみ）http://beauty.geocities.jp/nagomi_suita/ 

ファミリーマート 

栄通り商店会店 

栄えるカフェのオープン当時から、和（なごみ）は「美を

楽しむことを通して、心身共に健康な人、家庭作り、心が通

い合う健康なまちづくり」を目的として活動中。 

夏休みのこの日は、おけいこ中の小学生の女の子 2人と

そのお母さんと親戚の子どもたちが大集合！ お茶をしな

がら見守るお母さんと「この後、遊ぶねん！」とゲームを持 

和（なごみ） 

 

編集後記◎まずは、大阪府北部地震で被害に遭われたみなさまにお見舞

い申し上げます。こんなときこそ、市民同士のつながりや行政との協働に

ついて考えるきっかけになる紙面をと工夫を凝らした今号。いかがでした

か？ご意見ご感想等お待ちしています。（西川） 

９月の行事 

ご案内 
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